
    

二
〇
〇
六
年
八
月
三
〇
日
、
三
重
県
の
鈴
鹿
山
脈
北
端
の
緑
に
囲
ま
れ
た
山
間
に
、
高
級
車
「
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
」 

が
現
れ
た
。 

 

普
段
は
ト
ラ
ッ
ク
が
行
き
交
う
道
を
抜
け
、
こ
の
黒
光
り
す
る
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
は
部
品
メ
ー
カ
ー
「
光
精
工
」 

(

三
重
県
桑
名
市)

の
員
弁
工
場(
三
重
県
い
な
べ
市)

に
滑
り
込
ん
だ
。  

 

後
部
座
席
か
ら
降
り
た
の
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
名
誉
会
長
で
あ
る
豊
田
章
一
郎
。
突
然
の
訪
間
だ
っ
た
た
め
、 

対
応
し
た
事
務
の
女
性
は
、
本
社
工
場(

三
重
県
桑
名
市)

に
い
た
光
精
工
社
長
の
西
村
憲
一
に
「
ト
ヨ
タ
シ
ョ 

ウ
イ
チ
ロ
ウ
さ
ん
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
」
と
連
絡
。
驚
い
た
西
村
は
員
弁
工
場
に
ク
ル
マ
を
飛 

ば
し
た
。 

 

当
時
、
ト
ヨ
タ
車
で
不
具
合
が
続
き
、
同
社
は
品
質
へ
の
対
応
策
が
問
わ
れ
て
い
た
。 

 

章
一
郎
は
生
産
現
場
の
実
態
を
つ
か
も
う
と
、
あ
え
て
ア
ポ
イ
ン
ト
な
し
で
立
ち
寄
っ
た
。
あ
ま
り
に
急
だ
っ 

た
の
で
お
茶
も
出
せ
な
か
っ
た
ほ
ど
だ
。
一
時
間
ほ
ど
視
祭
す
る
と
、
「
よ
う
や
っ
と
る
な
」
と
激
励
し
て
工
場
を 



後
に
し
た
。 

 

光
精
工
は
、
自
動
車
の
駆
動
系
部
品
を
製
造
す
る
ト
ヨ
タ
の
二
次
下
請
け
企
業
だ
。
章
一
郎
が
訪
れ
た
の
は
、 

光
精
工
が
品
質
に
関
す
る
賞
を
い
く
つ
も
受
け
て
い
る
業
界
で
は
有
名
な
会
社
だ
か
ら
だ
。
一
九
八
八
年
に
は
「
ト 

ヨ
タ
品
質
管
理
賞
優
良
賞
」
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
二
〇
〇
五
年
度
に
は
、
独
立
系
の
企
業
と
し
て
は
初
め
て
、
三 

重
県
に
よ
る
経
営
品
質
賞
の
知
事
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。 

 

光
精
工
が
特
徴
的
な
の
は
、
日
本
に
あ
り
な
が
ら
多
く
の
外
国
人
労
働
者
と
と
も
に
品
質
を
作
り
上
げ
て
い
る 

点
だ
。 

 

同
社
は
、
人
件
費
抑
制
の
た
め
、
一
九
九
五
年
頃
か
ら
外
国
人
を
積
極
的
に
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

二
〇
〇
七
年
三
月
時
点
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
様
々
な
国
籍
の
外
国 

人
労
働
者
が
合
計
で
二
九
七
人
お
り
、
全
従
業
員
の
四
七
％
に
も
達
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
ト
ヨ
タ
を
は
じ
め
と 

す
る
日
本
の
製
造
業
が
避
け
て
通
れ
な
い
未
来
の
生
産
現
場
の
姿
が
こ
こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

   



    

言
語
や
風
習
の
違
い
か
ら
、
外
国
人
労
働
者
の
活
用
に
は
い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
が
待
ち
受
け
る
。
外
国
人
の 

場
合
、
滞
在
期
間
に
期
限
が
あ
る
場
合
に
は
就
労
期
間
が
短
く
な
る
ほ
か
、
家
族
を
優
先
し
が
ち
な
た
め
、
家
族 

の
病
気
な
ど
で
欠
勤
す
る
こ
と
も
多
い
。 

 

だ
が
、
西
村
は
外
国
人
の
活
用
に
お
い
て
迷
い
は
な
い
。
「
コ
ス
ト
競
争
力
を
考
え
れ
ば
、
外
国
人
に
働
い
て
も 

ら
う
し
か
な
い
。
だ
っ
た
ら
、
同
じ
人
に
よ
り
長
く
働
い
て
も
ら
っ
た
方
が
会
社
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
」。 

 

そ
の
西
村
の
思
い
を
体
現
す
る
女
性
が
員
弁
工
場
に
い
る
。
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
阿
野
エ
イ
子(

四
七
歳)

だ
。 

 

光
精
工
に
入
社
し
て
一
二
年
目
に
な
る
阿
野
は
、
外
国
人
の
女
性
従
業
員
ら
六
人
で
構
成
す
る
チ
ー
ム
の
リ
ー 

ダ
ー
を
任
さ
れ
て
い
る
。
複
数
の
工
程
を
担
当
す
る
多
能
工
と
し
て
も
優
秀
で
、
ベ
ア
リ
ン
グ(

軸
受
け)

の
研 

磨
な
ど
様
々
を
作
業
を
受
け
持
つ
。 

 

勤
務
経
験
が
長
く
、
仕
事
へ
の
順
応
性
が
高
い
阿
野
は
日
本
人
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
日
本
人
と
外
国
人
の
パ 

イ
プ
役
に
な
っ
て
い
る
。
新
し
い
作
業
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
人
か
ら
細
か
な
指
示
が
あ
る
と
、
日
本
語
が
流
暢 



な
阿
野
が
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
向
け
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で 

通
訳
す
る
。
そ
ん
な
阿
野
に
対
し
て
、
会
社
は
ほ
か
の
外 

国
人
よ
り
一
〇
％
ほ
ど
高
い
給
料
で
報
い
て
い
る
。 

 

だ
が
、
阿
野
が
一
二
年
も
同
社
に
勤
め
る
理
由
は
、
賃 

金
だ
け
で
は
な
い
。
「
会
社
に
友
人
が
で
き
て
働
き
や
す
い 

の
と
、
若
い
外
国
人
が
気
に
な
る
」(

阿
野)

か
ら
だ
。 

 

阿
野
の
チ
ー
ム
に
は
、
謝
作
貞(

二
一
歳)

と
胡
月
飛 

(

二
一
歳)

と
い
う
入
社
三
年
目
の
中
国
人
女
性
が
い
る
。 

阿
野
は
、
来
日
し
て
日
が
浅
い
頃
の
自
分
と
彼
女
た
ち
の 

姿
を
重
ね
る
こ
と
が
あ
る
。
来
日
当
初
は
、
仕
事
に
不
慣 

れ
な
う
え
に
日
本
語
が
分
か
ら
な
く
て
不
安
ば
か
り
が
募 

る
毎
日
だ
っ
た
。
そ
の
気
持
ち
が
分
か
る
か
ら
、
親
切
に 

し
た
い
。
仕
事
中
は
、
彼
女
た
ち
が
工
場
内
で
事
故
に
遭 

わ
な
い
よ
う
に
、
注
意
を
払
う
。 



 
休
憩
時
間
な
ど
を
利
用
し
て
日
本
語
を
教
え
る
。
時
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
に
連
れ
て
い
く
。
美
空
ひ
ば 

り
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
一
緒
に
熱
唱
し
な
が
ら
、
若
い
中
国
人
は
日
本
語
を
覚
え
、
日
本
へ
の
不
安
を
薄
め
て
い
く
。 

 

そ
ん
な
阿
野
は
、
謝
と
胡
に
と
っ
て
、
「
日
本
の
母
」
の
よ
う
な
存
在
だ
。 

 

西
村
の
積
極
的
な
登
用
の
成
果
か
、
現
場
の
ま
と
め
役
を
務
め
る
外
国
人
も
増
え
て
き
た
。
工
場
で
一
五
～
二
〇 

人
の
従
業
員
を
統
括
す
る
班
長
に
は
既
に
五
人
の
外
国
人
が
就
い
て
い
る
。
外
国
人
が
外
国
人
を
指
導
す
る
姿
も 

頻
繁
に
見
ら
れ
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
個
人
の
努
力
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
会
社
と
し
て
も
外
国
人
の
労
働
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
硬 

軟
取
り
混
ぜ
た
細
か
い
配
慮
を
し
て
い
る
。 

 

標
準
作
業
書
は
日
本
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
併
記
す
る
ほ
か
、
主
な
標
準
作
業
を
教
え
る
ビ
デ
オ
に
は
、
中
国 

語
版
と
ベ
ト
ナ
ム
語
版
も
用
意
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
祭
り
好
き
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
ら
を
慰
労
す
る
た
め
、
プ
ロ
の 

サ
ン
バ
ダ
ン
サ
ー
ら
を
呼
ん
で
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
毎
年
開
い
て
い
る
。 

 

外
国
人
が
多
い
か
ら
こ
そ
、
西
村
は
現
場
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
る
。
西
村
は
月
曜
か
ら 

木
曜
ま
で
は
毎
朝
七
時
三
〇
分
か
ら
二
時
間
ほ
ど
、
三
重
県
内
の
四
つ
の
工
場
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
点
検
す
る
。 

問
題
を
見
つ
け
る
と
、
怒
声
が
飛
ぶ
よ
う
な
厳
し
い
指
導
も
珍
し
く
な
い
。 



 
こ
の
点
検
時
に
も
、
外
国
人
労
働
者
一
人
ひ
と
り
に
直
接
話
し
か
け
る
。
朝
礼
の
後
に
は
外
国
人
と
一
緒
に
手 

を
つ
な
い
で
掛
け
声
を
出
す
。
「
多
国
籍
の
従
業
員
は
背
景
が
バ
ラ
バ
ラ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
家
族
的
な
雰
囲
気
を
大 

事
に
し
て
い
る
。
コ
ス
ト
競
争
力
で
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
の
新
興
国
に
負
け
な
い
工
場
に
し
た
い
。
と
す
る
と
、 

ゆ
く
ゆ
く
は
工
場
長
も
外
国
人
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
意
気
込
む
。 

 

ト
ヨ
タ
本
体
の
国
内
工
場
に
は
外
国
人
労
働
者
の
姿
は
目
立
た
な
い
。
だ
が
、
二
次
下
請
け
や
三
次
下
請
け
に 

な
る
と
、
コ
ス
ト
競
争
力
を
保
つ
た
め
に
、
外
国
人
労
働
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、 

就
労
人
口
が
減
り
始
め
た
日
本
で
は
、
こ
う
し
た
会
社
は
徐
々
に
増
え
て
い
く
。
ま
た
、
海
外
展
開
を
進
め
れ
ば
、 

外
国
人
に
よ
る
外
国
人
の
教
育
な
ど
は
日
常
茶
飯
事
と
な
る
。
あ
る
意
味
、
光
精
工
か
ら
ト
ヨ
タ
が
学
ぶ
点
も
少 

な
く
な
い
。
豊
田
章
一
郎
も
、
何
か
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

     


